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し
て
く
る
感
染
症
と
し
て
描
い
て

い
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
が
隠
喩

と
し
て
人
間
の
精
神
や
社
会
の
中

に
巣
く
っ
て
い
る
有
り
様
を
も

語
っ
て
い
る
。
登
場
人
物
の
一
人

タ
ル
ー
に
と
っ
て
、
ペ
ス
ト
と
は

死
刑
宣
告
（
制
度
）
の
こ
と
で
あ

り
、
人
間
に
死
を
も
た
ら
す
と
い

う
点
で
は
、
ペ
ス
ト
も
死
刑
宣
告

も
何
ら
変
わ
り
が
な
い
。だ
か
ら
、

タ
ル
ー
は
死
刑
宣
告
や
殺
人
（
戦

三
〇
数
年
ぶ
り
に
、
ア
ル
ベ
ー

ル
・
カ
ミ
ュ
『
ペ
ス
ト
』
を
再
読

し
た
。
最
初
に
読
ん
だ
と
き
も
、

登
場
人
物
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

繊
細
に
描
き
出
す
カ
ミ
ュ
の
文
学

的
技
巧
と
、
そ
れ
を
支
え
る
思
想

の
深
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
記
憶
が
あ

る
が
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
オ
ラ
ン

と
い
う
都
市
が
ペ
ス
ト
拡
大
に

伴
っ
て
封
鎖
さ
れ
た
と
い
う
物
語

そ
の
も
の
は
、
ど
こ
か
遠
い
世
界

で
の
出
来
事
の
よ
う
に
思
え
た
。

そ
れ
ゆ
え
、『
ペ
ス
ト
』
を
、
こ

の
世
の
不
条
理
や
、
人
の
苦
難
や

死
の
隠
喩
（
メ
タ
フ
ァ
ー
）
と
し

て
読
ん
で
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
刻
々

と
変
化
す
る
社
会
情
勢
を
感
じ
な

が
ら
再
読
す
る
中
で
、
同
じ
小
説

が
ま
っ
た
く
違
う
リ
ア
リ
テ
ィ
を

も
っ
て
迫
っ
て
く
る
こ
と
に
驚
き

を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
オ
ラ
ン
で

起
き
て
い
る
こ
と
と
、
今
、
世
界

で
起
き
て
い
る
こ
と
が
酷
似
し
て

お
り
、
不
条
理
の
た
だ
中
に
置
か

れ
た
と
き
の
人
間
心
理
は
、
時
代

に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
た
。
私
に
と
っ
て
ペ
ス

ト
は
隠
喩
で
は
な
く
現
実
の
も
の

と
な
っ
た
。

と
は
い
え
、
カ
ミ
ュ
は
、
ペ
ス

ト
を
人
の
外
部
か
ら
身
体
に
侵
入

中
で
、「
わ
れ
わ
れ
は
―
―
《
た

と
え
神
が
い
な
く
と
も
》
―
―
こ

の
世
の
中
で
生
き
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
な
し
に
誠
実
で
あ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
し
て
、
ま
さ
に
こ
の

こ
と
を
、
我
々
は
神
の
御
前
で
認

識
す
る
！　

神
ご
自
身
が
、
わ
れ

わ
れ
を
強
い
て
、
こ
の
認
識
に
い

た
ら
せ
た
も
う
」
と
記
し
た
。

カ
ミ
ュ
と
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー

の
、
お
そ
る
べ
き
近
さ
を
ど
の
よ

う
に
受
け
と
め
た
ら
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。『
ペ
ス
ト
』
の
主
人
公

と
も
言
え
る
無
神
論
者
の
医
師
リ

ウ
ー
が
、
見
解
を
ま
っ
た
く
異
に

し
な
が
ら
も
、
ペ
ス
ト
最
前
線
で

共
に
戦
う
同
労
者
の
パ
ヌ
ル
ー
神

父
（
彼
は
ペ
ス
ト
を
天
罰
と
し
て

語
っ
た
）
の
手
を
と
り
語
り
か
け

た
、
冗
談
め
い
た
言
葉
が
妙
に
こ

だ
ま
す
る
。「
神
さ
ま
だ
っ
て
今

や
私
た
ち
を
ひ
き
離
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
ね
」。
医
療
と
宗
教
と

い
う
異
な
る
領
域
の
す
れ
違
い
と

邂
逅
が
、
新
た
な
神
認
識
を
強
い

て
い
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
時
代
を
迎
え

た
と
し
て
も
、
次
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
が
待
ち
構
え
て
い
る
。
グ
ロ
ー

バ
ル
な
人
口
移
動
・
人
口
集
中
・

人
口
増
加
・
自
然
破
壊
が
続
く
限

り
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
途
絶
え
る

こ
と
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
私
た

ち
は
イ
ン
タ
ー
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

時
代
を
生
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
中
間
の
時
間
」
を
い
か

に
生
き
る
か
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神

学
、
と
り
わ
け
終
末
論
に
と
っ
て

重
要
な
問
い
で
あ
り
続
け
て
き

た
。『
ペ
ス
ト
』を
再
読
す
る
中
で
、

偶
然
に
も
、
カ
ミ
ュ
と
ボ
ン
ヘ
ッ

フ
ァ
ー
の
「
中
間
」
に
立
た
さ
れ

て
い
る
自
分
自
身
を
発
見
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が

人
間
社
会
に
も
た
ら
し
た
、
現
実

的
か
つ
隠
喩
的
な
意
味
を
問
う
作

業
を
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

�

（
同
志
社
大
学
神
学
部
教
授
）

争
）
を
嫌
悪
し
、
そ
の
隠
喩
的
な

意
味
で
ペ
ス
ト
患
者
に
な
る
こ
と

を
拒
も
う
と
す
る
。
し
か
し
同
時

に
、
こ
の
世
界
の
誰
も
ペ
ス
ト
か

ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
認
識

に
至
る
の
で
あ
っ
た
。

時
代
の
不
条
理
の
た
だ
中
に
あ

り
な
が
ら
、
人
間
が
い
か
に
そ

れ
に
抵
抗
し
、
自
由
で
あ
り
得

る
か
を
カ
ミ
ュ
は
問
う
て
い
る
。

カ
ミ
ュ
と
同
時
代
に
生
き
、
同

じ
く
抵
抗
の
精
神
を
持
っ
た
人

に
、
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
・
ボ
ン
ヘ
ッ

フ
ァ
ー
が
い
る
。
無
神
論
者
カ

ミ
ュ
は
、不
条
理
か
ら
の
救
済
を
、

決
し
て
彼
岸
や
超
越
的
な
解
決
の

中
に
求
め
な
か
っ
た
。
た
だ
の
人

間
と
し
て
誠
実
に
生
き
る
様
々
な

姿
を
『
ペ
ス
ト
』
の
中
で
描
い
て

い
る
。
獄
中
に
あ
っ
た
信
仰
者
ボ

ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
は
「
非
宗
教
的
キ

リ
ス
ト
教
」
と
い
う
着
想
を
得
る

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
時
代
の
信
仰

�

財
団
評
議
員������������������� 

　

�

小
原
　
克
博
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こ
に
向
か
っ
て
進
む
べ
き
か
が
語

ら
れ
、
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
た
。

ま
ず
、
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
と
い

う
こ
と
。
そ
し
て
緊
張
が
深
ま
る

中
で
、
焦
ら
ず
冷
静
に
キ
リ
ス
ト

者
の
役
割
を
果
た
し
た
い
。
キ
リ

ス
ト
教
徒
も
増
や
し
た
い
。
国
家

が
対
立
し
て
い
て
も
民
間
レ
ベ
ル

で
の
友
好
を
大
切
に
し
た
い
。
韓

国
語
を
学
び
、
留
学
交
流
を
す
る

こ
と
も
大
き
な
力
に
な
る
。

ラ
ム
当
日
も
、
福
音
家
族
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
終
了
後
す
ぐ
に
関
西
セ
ミ

ナ
ー
ハ
ウ
ス
を
後
に
さ
れ
た
。

「
食
卓
を
共
に
す
る
こ
と
で
家

族
と
な
る
」。そ
れ
が
神
父
の
モ
ッ

ト
ー
の
よ
う
だ
。
教
会
は
神
の
家

族
と
い
わ
れ
る
。
血
縁
を
超
え
、

食
卓
を
共
に
す
る
こ
と
で
生
ま
れ

る
新
し
い
家
族
。
神
父
は
教
会
や

救
い
に
つ
い
て
、
言
葉
だ
け
で
観

念
的
に
定
義
す
る
こ
と
に
は
関
心

が
な
い
。
食
卓
を
共
に
す
る
こ
と

で
「
家
族
」
と
な
っ
て
い
く
と
こ

ろ
、
そ
こ
に
救
い
は
実
現
し
「
教

会
」
は
真
に
立
ち
現
れ
て
く
る
。

そ
の
意
味
に
お
い
て
、「
教
会
の

外
に
救
い
無
し
」
は
真
実
な
の
で

あ
る
。�

（
報
告
：
徳
田 

信
）

７
回
目
に
な
る
佐
藤
氏
の
講
演

は
、
今
回
も
興
味
深
い
内
容
に
満

ち
て
い
た
。
神
学
の
「
神
義
論
」

か
ら
始
ま
っ
た
。
神
は
義
で
あ
っ

て
、
こ
の
世
の
中
に
起
き
る
悪
に

は
責
任
が
な
い
。
ナ
チ
ス
ド
イ
ツ

の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
、日
本
の
朝
鮮
、

中
国
へ
の
侵
略
、
広
島
・
長
崎
へ

の
原
爆
な
ど
は
、
人
間
の
罪
の
な

せ
る
業
で
あ
り
、
神
の
業
で
は
な

い
。
人
間
の
側
に
責
任
が
あ
る
。

２
０
１
９
年
、
日
韓
関
係
は
急

速
に
悪
化
し
た
。
こ
の
背
景
に
は

地
政
学
的
要
因
が
あ
る
。
韓
国
は

朝
鮮
戦
争
終
結
後
、
地
政
学
的
に

海
洋
国
家
（
海
に
囲
ま
れ
て
地

続
き
の
国
を
持
た
な
い
）
と
し

て
発
展
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が

２
０
１
８
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

の
米
朝
会
談
以
後
、
北
朝
鮮
と
の

関
係
改
善
に
伴
い
韓
国
が
大
陸
国

家
化
し
、
中
国
と
の
交
流
が
始

ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
の
日
韓
関
係
が
根
本
的

に
変
化
し
た
の
だ
。
も
し
朝
鮮
半

島
で
戦
争
が
起
き
れ
ば
、
北
朝
鮮

だ
け
で
は
な
く
、
韓
国
は
も
ち
ろ

ん
日
本
も
当
事
国
と
し
て
甚
大

な
犠
牲
者
を
出
す
だ
ろ
う
。（
数

百
万
人
）
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の

よ
う
な
中
で
、
キ
リ
ス
ト
者
は
ど

う
考
え
る
べ
き
か
。

講
演
の
後
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
も

多
く
の
質
問
に
対
し
、
キ
リ
ス
ト

者
、
非
キ
リ
ス
ト
者
を
問
わ
ず
、

今
置
か
れ
て
い
る
責
任
は
大
き

い
、
今
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

誠
実
に
生
き
る
こ
と
が
基
本
的
に

重
要
で
あ
る
と
諭
さ
れ
た
。

最
後
に
、
今
何
を
目
指
し
、
ど

関
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
活
動
セ
ン
タ
ー

 
●
２
０
１
９
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
社
会
」
第
５
回

 
「
北
東
ア
ジ
ア
の
地
政
学
的
変
動
と
　
　
　

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
責
任
」

�
作
家
・
元
外
務
省
主
任
分
析
官　

佐�

藤
　� 

優
さ
ん

２
０
２
０
年
２
月
８
日（
土
）

 

●
２
０
１
９
年
度 

修
学
院
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
福
祉
」
第
２
回

 

「『
福
音
家
族
』
に
つ
い
て
」

�

カ
ト
リ
ッ
ク
上
野
教
会
・
浅
草
教

会
主
任
司
祭
、「
福
音
家
族
」
主
宰　

晴
佐
久�

昌
英
さ
ん

２
０
２
０
年
２
月
２
２
日（
土
）

お
よ
そ
１
年
前
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

へ
の
お
招
き
を
神
父
に
打
診
し
た

際
、
す
で
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ほ

ぼ
一
杯
だ
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。「
さ
す
が
売
れ
っ
子
神
父
、

あ
ち
こ
ち
講
演
に
飛
び
回
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
」
と
思
っ
た
が
、
さ

に
あ
ら
ず
。
教
会
で
ほ
と
ん
ど
毎

晩
開
か
れ
て
い
る
食
事
会
に
出
て

い
る
の
だ
と
い
う
。

神
父
に
よ
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な

痛
み
を
抱
え
て
い
る
多
様
な
属
性

の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
そ
の
数
お

よ
そ
25
に
の
ぼ
る
と
の
こ
と
。
そ

し
て
各
グ
ル
ー
プ
と
月
１
回
は

「
い
っ
し
ょ
ご
は
ん
」
を
す
る
の

だ
と
い
う
。
１
ヶ
月
に
25
回
以
上

の
計
算
と
な
る
。
神
父
は
こ
れ
を

「
福
音
家
族
」
と
名
づ
け
、
大
切

に
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
。
フ
ォ
ー
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松原　千里
宮本　旻祐
桃井　明男
横野　朝彦
吉崎　聆子
吉田　博
吉永　直子
日本ｷﾘｽﾄ教団早稲田教会
関西セミナーハウス
寄付金
株式会社アイウィル
秋元　幸雄
井上　康三郎
牛尾　宣夫
大原　松雄
岡本　仁彦・泰子
奥田　正義
神﨑　清一
神田　健次

株式会社祇園辻利
京都音楽教育の会�
株式会社京都スタッフ
小久保　正
THE�AIRS　菅原�直人
柴田　賢司
株式会社柴橋商会京都支店
株式会社新経営サービス
真宗大谷派京都教区推
進員協議会（京都教区丹
波第三組推進員協議会）
神保　正男
武田薬品京都農園退職者
親睦会　えんじゅ会
田中　克郎
株式会社田中工務店
津田　友一
土田商店
中井　博雅
中村　信博
中村泰洋園　中村�英明
なにわ会
日本ボンヘッファー研究会
野嶋　和雄
長谷川　義紘
林　宗一郎
株式会社ビーテック
廣田　𠮷久
株式会社藤木工務店京都支店
武藤　髙司
森口　克洋
山﨑　和明
山田　晴信
横野　朝彦
ワケンホールディングス
株式会社
関西セミナーハウス活動
センター
賛助会費
相浦　和生
合同会社AgroKraft
浅川　具美
淺田　凉子
浅野　献一
網野　俊賢
荒井　加代子
五十嵐　萬里子
糸原　良禎・由美子
今川　泰彦
匿�名
宇井　裕美
上田　圭子
宇野　稔
梅山　猛
浦　晴子
大谷　光真
岡野　彩子
岡安　茂祐
岡山　孝太郎
小澤　妙子
織田　雪江
小山　稔
蔭山　淳
金山　顕子
上條　美代子
川北　かおり
関西青年アシュラム
北風　照子
喜多村　やよい
木下　壽子
木原　諄二
葛原　茂樹
黒田　睦子
古賀　暢子
湖月　美和
株式会社こころ

斉藤　洋子
酒井　凉子
桜井　希
佐々木　紘児
佐藤　友紀
佐野　千枝子
島田　誠一
島田　宗洋
シュペネマン�クラウス
白方　誠彌
新宗連大阪事務所
　橋本　浩志
陶村　世佳子
菅　恒敏
關岡　一成
髙寺　幸子
多木　秀雄
竹中　百合子
橘　俟子
田中　潤治
田辺　信子
田沼　大典
手銭　秀夫
都木�かおり
徳丸　延子
殿村　元一
友前　尚子
鳥井　清司
鳥井　操
中上　和子
長塩　滋子
中村　信博
中山　晴美
奈倉　道隆
西岡　裕芳
日本基督教団西が丘教会
西川　淑子
根岸　宏邦
濱田　真奈美
早川　良彌
林　律
春名　康範
比嘉　美智子
東　千代
日野　多栄子
平林　喜博
伏木　信次
藤倉　寿美子
伏見一麦教会
細田　和民
間瀬　啓允
松岡　蓉子
松田　光代
松本　嘉一
真鍋　裕子
丸山　まり子
南　和子
宮本　桂子
村上　みか
森　正幸
八杉　恵
柳井　一朗
柳井　繁彌
柳原　清美
山岡　義生
山﨑　和明
山本　貴之
山本　知恵
横田　穂美
吉中　直子
李　善惠
脇坂　照世
医療法人わたなべクリニック
寄付金
網野　俊賢
飯田　ふみ子

匿�名
上西
梅山　猛
榎本　璋子
榎本　栄次
大野　三枝子
奥田　美代子
奥田　豊
勝谷
川北　かおり
北野　宗香
喜多村　やよい
木原　諄二
君村　昌
京都キリスト教協議会
楠葉コイノニア教会
桑島　伸一
京滋キリスト者平和の会
宗教法人国際シャロー
ム・キリスト教会
小久保　正
酒井　哲雄
坂本　登
笹部　一正
NPO法人沢内伯楽
島田　恒
シュペネマン　クラウス
高橋　望
竹下
武山　泰子
田中　義信
津田　昭二
堤　龍春
坪野　えり子
鳥井　清司
内藤　弘子
中島　健二
中村　信博
西川　悠貴
日本基督教団天満教会
日本基督教団長岡京教会
日本基督教団西が丘教会
日本基督教団室町教会
二山　百合子
早川　良彌
林　律
東　千代
樋口　よう子
姫野　眞知夫
平林　喜博
廣瀬　芳之
藤田　敦子
藤田　恭子
細田　和民
間瀬　啓允
松平　千鶴子
松本　圭子
水戸　潔
南　和子
宮本　桂子
村上　みか
最上�光宏
桃山アシュラム
家形　日出
柳井　一朗
山岡　義生
山﨑　和明
山添　みどり
山本　茂
山本　知恵
山本　良昭
匿�名
米澤　敏子
クリスマス寄付金
井上　明
岩坂　二規・泰子

匿�名
浦　晴子
榎本　栄次
川北　かおり
神戸女学院ハニー会
小久保　正
坂口　みどり
島田　恒
菅　恒敏
杉本　尚司
武田　正一
多田出　加代子
手銭　秀夫
鳥井　清司
鳥井　操
中西　綾子
中村　信博
西川　武
延原　正海・千恵香
林　律
春名　康範
藤田　敦子
藤田　恭子
間瀬　啓允
真鍋　裕子
家形　日出
山添　みどり
和田野　勢津子
宗教法人国際シャロー
ム・キリスト教会
在日大韓基督教京都教会
日本キリスト教会吉田教会
日本基督教団希望ヶ丘教会
日本基督教団京都教会
日本基督教団世光教会
日本基督教団平安教会
日本キリスト教団和歌山
新生伝道所
開発教育寄付金
金山　顕子
比嘉　美智子
もみじまつり寄付金
淺田　凉子
井尻　勤
伊藤　宗邦
牛尾　宣夫
川北　かおり
喜多村　やよい
久保田　展史
小久保　正
匿�名
小林　哲夫
佐野　千枝子
株式会社柴橋商会京都支店
島田　恒
社会福祉法人修光学園
シュペネマン　クラウス
竹中　百合子
株式会社田中工務店
鳥井　清司
中村　信博
中村泰洋園
白子　宗令
長谷川　義紘
八田　一郎
八田　尚嘉
ひいらぎ税理士法人
町田　耕一
松本　嘉一
株式会社三原工務店
森　静子
横野　朝彦

2019年度賛助会費・寄付金納入者ご芳名　2019年 4月 1日～ 2020年 3月 31日（順不同・敬称略）
　　　 ご支援に感謝申し上げます。
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◆関東活動センター
COVID-19 の拡大により、関東活動
センターの各講座やプログラムは、
９月開講を予定しています。
◇９月開講予定
■2020 年度 関東フォーラム宗教対話
「教会と音楽�讃美歌を中心として」
講　師：�小海�基さん（日本基督教

団荻窪教会牧師・元教団讃
美歌委員）

「悪と苦難の問題を考える」
講　師：�本多�峰子さん（二松学舎

大学教授）
■2020 年度聖書を読む講座
「新しい聖書の学び　マルコ福音書
を読むⅢ」
講　師：�山口�里子さん（日本フェ

ミニスト神学・宣教セン
ター共同ディレクター）

「上林順一郎牧師と一緒に聖書を読
もう―この時代の中で、聖書からの
メッセージを読み解く―」
講　師：�上林�順一郎さん
■2020 年度 研究会
「さらに豊かな礼拝のために～こと
ばを届けるトレーニング」
講　師：�友野�富美子さん（日本キ

リスト教団吉祥寺教会担任
教師）

■2020年度関東フォーラム 宗教対話

特別講義
「スペイン風邪（1918～20年）の時、
キリスト教会はどうであったのか」
講　師：�戒能�信生さん ( 日本基督

教団千代田教会牧師 )
◆関西セミナーハウス
■月釜「清心会」
5 月～ 7月休会いたします。
◆関西セミナーハウス活動センター
新型コロナウイルス感染予防のた
め、5月 6月のプログラムは中止・
延期しています。
■2020年度修学院フォーラム「いのち」
第１回「すべての命を大切に～
NPO 法人こうのとりのゆりかご�in�
関西の理念と現状」
講　師：�人見�滋樹さん（NPO 法人

こうのとりのゆりかご�in�
関西�理事長、京都大学名
誉教授、日本胸部外科学会
名誉会長）

5月16日（土）は延期。日程調整中。
■2020年度開発教育セミナー
第 1回「開発教育入門セミナー～
ＳＤＧｓ ( 持続可能な開発目標）を
じぶんごとに～」

6 月 21 日（日）は中止します。
第 2回「民主主義の危機を乗り越
える　～多数決で語られる「民意」
と公正な社会～」
日　時：�7月18日（土）16：00～19日

（日）12：00
講　師：�坂井�豊貴さん（慶應義塾

大学経済学部教授）
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�10,500 円（1泊 2食込）　

京都市宿泊税 200 円別
■2020年度お茶のこころと宗教のこころ
「Ｄ . ボンヘッファー（1906 ～
1945）の遺稿『倫理』を新版で読む」
講　師：�山﨑�和明さん（四国学院

大学名誉教授）
日　時：�8月ないし9月まで休止、

「後期」開講調整中
会　場：�関西セミナーハウス
参加費：�1,500円�(抹茶と和菓子付）

公益財団法人　日本クリスチャン・アカデミー
代表理事　中村　信博

本部事務局
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

TEL 075-711-2147
FAX 075-701-5256

関東活動センター
〒 169-0051　東京都新宿区西早稲田 2-3-18

日本キリスト教会館 1Ｆ
TEL 03-3207-6198

E-mail:info@academy-tokyo.com
関西セミナーハウス /
関西セミナーハウス活動センター
〒 606-8134 京都市左京区一乗寺竹ノ内町 23

FAX 075-701-5256
関西セミナーハウス

TEL 075-711-2115
E-mail:info@kansai-seminarhouse.com

関西セミナーハウス活動センター
TEL 075-711-2117

E-mail:office@academy-kansai.org

プログラム案内

2020 年 4 月１日～ 4月 30 日
� （順不同・敬称略 )
◆関東活動センター
賛助会費
中村　信博	 10,000

寄付金
中村　信博	 50,000

◆関西セミナーハウス
寄付金
武藤　髙司	 30,000

◆関西セミナーハウス活動センター 
賛助会費
小山　稔	 3,000
立石　昭三	 5,000
福留　順子	 5,000
徳丸　延子	 10,000
シュペネマン　クラウス	 10,000
林　律	 10,000

中山　晴美	 5,000
浦　晴子	 5,000
宇野　稔	 5,000
柳井　繁彌	 5,000
上條　美代子	 5,000
多木　秀雄	 5,000
医療法人わたなべクリニック	 10,000
川北　かおり	 10,000
中村　信博	 10,000
斉藤　洋子	 5,000
藤倉　寿美子	 3,000
松岡　蓉子	 5,000

寄付金
伊藤　威知郎	 1,000
川北　かおり	 10,000
中村　信博	 50,000
斉藤　洋子	 1,000
以上感謝をもってご報告申し上げます。

賛 助 会 費 ・ 寄 付 金 報 告

財団本部
� http://www.academy-nippon.com
関東活動センター
� http://www.academy-tokyo.com
関西セミナーハウス
�http://www.kansai-seminarhouse.com/
関西セミナーハウス活動センター
� http://www.academy-kansai.org

◎７月以降のプログラムについて
も、第 2波の状況により、予定変
更の可能性があります。その場合
は、左記の各センターウェブサイ
トなどでお知らせいたします。

関西セミナーハウス�＜修学院きらら山荘＞

研修パック " 脱 !! ３密プラン " 実施中
【期間限定】（～８月 3日 )

　　・１日１団体限定。�・宿泊室、１名１室利用（追加料金なし）
　　　詳しくは、ウェブサイト、または下記まで。
―――――――――――――――――――――――――――――

デイユース★テレワーク応援プランも継続中。
お問合せ：	℡	075ー711－2115（代）


